
サ
イ

本
願
寺
宣
如
の
消
息
宛
腕
に、
『
加
州
石
川
郡
サ
イ
川

谷
三
村
品
川
烹
日
舗
中
』
と
あ
る
が
如
き
は
こ
れ
で
、

そ
の
三
村
と
い
ふ
は
辰
巳
・平
潟
・水
淵
を
き
し
た
の

で
あ
る
。

サ
イ
ガ
ハ
ノ
コ
ロ

犀
川
の
木
呂

木
目
は
薪
坊

に
供
す
る
丸
木
で
、
開
川
で
は
上
統
合
谷
附
近
か
ら

そ
れ
を
伐
出
し
、
川
慌
し
に
し
て
金
源
へ
出
し
た
。

之
は
先
永
以
前
よ
り
伐
附
さ
れ
た
が
、
平
保
頃
一
旦

伐
h
v
徹
く
し
、
廿引
の
後
退
々
山
林
繁
茂
し
て
ま
た
伐

出
し
た
。
明
治
以
後
は
こ
の
邸
が
な
い
。

サ
イ
ガ
ハ
ハ
シ
パ
マ
チ
摩
川
橋
場
町

金
期
間

川
稿
爪
を
音
は
栂
揚
町
と
い
ひ
、
開
川
附
近
で
最
も

繁
昌
す
る
商
染
地
で
あ
っ
た
。
鑓
奥
把
に
卒
保
十
八

年
四
月
サ
六
日
似
馬
町
法
益
智
院
附
近
の
小
家
か
ら

出
火
、
荒
枚
町
・
俗
説
町
町
副
総
と
い
」
も
の
円起
で
あ

。
、
公
腐
は
河
南
町
で
あ
っ
た
ら
う
。

サ
イ
ガ
ハ
パ
パ
犀
川
馬

場

金

m
m川
の
右
防

法
飴
寺
の
附
近
に
在
っ
て
、

一
自
法
的
寺
山河例
制
と
も

い
う
た
。
延
長
百
七
十
閥
、
幅
五
間
字
、
土
居
の
高

さ
九
尺
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
起
原
に
就
い
て

は
静
か
で
な
い
。

サ
イ
ガ
ハ
バ
バ
カ
主
ハ
ラ
マ
チ
犀
川
馬
場
片
原

町

金
稼
の
和
田
町
名
。
元
禄
九
年
地
子
町
肝
煎
裁
許

附
に
、
開
仲
川
馬
場
片
原
町
が
見
え
る
。
後
に
こ
の
町

名
は
絶
え
た
が
、
開
川
馬
場
の
片
側
に
あ
る
町
家
を

呼
ん
だ
の
で
あ
ら
う
。

ザ
イ
カ
白
書
採
花
銭
六
加
。
詣
倒
神
山
盗
喜
左

衛
門
の
若
。
前
回
陵
町
'
の
親
翰
、
徳
川
将
軍
そ
の
他

武
家
の
溜
話
頚
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。

サ
イ
ガ
ン
ジ

西
崇
寺

河
北
郡
太
田
に
在
っ
て
、

探
宗
東
振
に
邸
す
る
。
初
は
同
郡
荒
屋
に
居
た
。

ザ
イ
ガ
ン
ジ

西
岸
寺

羽
咋
郡
相
品
川
に
在
っ
て
、

民
宗
一
胤
涯
に
邸
す
る
。
初
め
給
分
に
厨
た
こ
と
も
あ

る
と
い
ふ
。

サ
イ
キ
カ
ツ
セ
ン

犀
来
合
職

ツ
セ
シ

阿
茶
合
戦
。

サ
イ
キ
ノ
ハ
ナ

尽
木
の
端

i
サ
イ
ス
コ
カ
ツ

セ
ン

開
策
合
職
。

サ
イ
キ
ユ
ウ
ジ

西
休
寺

瓜
h
M
m
七
回
出
に
在
っ

て
、
認
申
南
東
涯
に
邸
す
る
。

山
蹴
は
白
眼
山
。
初
め

岡
部
搬
出
凪
に
応
た
と
い

中。

ザ
イ
キ
ヨ

裁
許

才
許
と
も
川
口
〈
。
滞
政
時
代

に
、

一
定
の
身
分
の
も
の
又
は
政
務
脅
統
制
す
る
主

任
を
い
ふ
の
で
あ
る
が
、
務
行
叉
は
訓
よ
り
も
腕
易

な
場
合
に
用
ひ
ら
れ
た
ゃ
う
で
あ
る
o
御
射
手
探

許
・御
奥
風
毅
古
川
・
奥
力
毅
昨
・本
音
波
紋
昨
・
新
陀
金

山
裁
許
の
額
で
あ
る
。

サ
イ
キ
ヨ
ウ
ジ

西
教
寺

刑制
咋
制

一
，
g
に
在
っ

て
認
宗
取
援
に
周
す
る
。
能
常
名
跡
中
山
に
、『
一
四
国
宿

村
の
一
向
幼
に
担
徳
太
子
の
泌
像
あ
り
。
色
々
部
円
相

有
。
是
は
澗
村
の
寺
ヶ
附
と

い
ふ
よ
り
州
出
せ
し
と

い
へ
り
。
』
と
犯
す
る
。

サ
イ
キ
ヨ
ウ
ジ

西
教
寺

mm同
初
代
制
に
在
っ

て
、
岨
時
宗
商
振
に
鴎
す
る
』
u

サ
イ
キ
ヨ
ウ
ジ
酉
廃
寺

M
M
荒
川
四
位
に
在
っ

て
、
国
蝿
告
示
東
一
献
に
関
す
る
。

ザ
イ
キ
ン

在

勤

務
士
に
し
て
飢
に
家
を
謎
ぎ
、

若
し
く
は
別
に
蔽
を
受
け
、
間
耐
に
勤
仕
す
る
も
の
を

い
ひ
、
無
息
に
糾
問
す
る
前
で
あ
る
。

サ
イ
グ
サ
ゴ
ウ
三
枝
問
脚
江
川
刑
判
附の
市
郷
名
で
、

和
名
抄
に

『
三
枝
、
佐
伊
久
佐
』
と
あ
る
も
の
で
あ

る
が
、
今
出
出
し
て
併
は
ら
な
い
。

サ
イ
グ
サ
シ
ヨ
ウ
ジ
ュ
ン
三
枝
昇

純

惚

応
部

商
問
混
宗
涼
夜
祭
貞
寺
の
伯
。
蹴
は
知
足
。
前
代
微

中
子
な
き
を
り
て
入
り
て
後
を
綴
ぎ
、
高角一月一-四日に

息
ん
で
照
司
に
任
ぜ
ら
れ
、後
品
川
部
に
諭
せ
ら
れ
た
。

昭
和
九
年
入
月
八
十
二
訴
を
以
て
寂
。
法
諮
問
勝
院
。

サ
イ
グ
サ
テ
ツ
チ
ユ
ウ
三
枝
微
中

山
幽
島
郡
高

間
四国宗
東
仮
宗
点
寺
の抽出。

初
め
諜
柿
と
い
ひ
、
前

代
祭
出日に

m-んで
凶
日
司
に
任
ぜ
ら
れ
、
説
教
育
以
て

全
凶
に
川
匙
し
た
。
明
治
三
十
二
年
十
二
且
七
十
四

山品
を
り
て
寂
。
法
諮
問
正
院
。

ザ
イ
テ
シ
ヨ

細
工
所

御
細
工
腕
は
初
め
金
開

城
内
に
在
っ
て
、
附
h
M
仙
巾
一
吉
の
泊
邸
そ
そ
の
ま

ま
に
用
ひ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
然
る
に
貸
阪
九
年
の

災
に
椛
っ
た
の
で
、
刑問
屋
脅
蛍
形
御
阪
の
附
迂
に
遣

っ
て
之
に
判
じ
た
。

サ
イ
タ
プ
ギ
ヨ
ウ

細
工
奉
行

初
め
殴
長
・一苅和

の
頃
御
脂
廻
飢
卦
上
様
左
衛
門
之
脅
勤
め
、
正
保
三

年
に
製
し
た
。
常
時
御
武
H

片方
・
御
細
工
方

・
御
弓

方
・
仰
銭
他
方
の
四
般
に
分
か
れ
‘
御
釧
工
潜
行
が

四
取
ψ
総
抗
し
た
。
こ
の
後
詰
峨
の
姓
名
見
え
ず
。

殴出品
一苅
年
御
府
組
玉
木
彦
左
衛
門
御
細
工
御
用
を
命

ぜ
ら
れ
、
川
間
後
半
士
役
と
し
て
辿
約
し
た
が
、
点
U子

四
年
三
月
御
脳
姐
宜
口
問
七
左
衛
門

・
県
力
俣
野
六
兵

衛
の
ご
人
が
抱
ぜ
ら
れ
て
、
伊
腕
茜
右
術
門
・
闘
屋

市
左
衛
門
政
知

・
大
河
阪
八
郎
左
衛
門
旧
民
博
に
務
行

を
命
ぜ
ら
れ
、
役
料
一
白
石
を
脇
は
り
、
印
刷
分
の
臨
と

な
り
、
苧
保
有
一
年
西
村
立
兵
衛
政
務
の
死
後
は
二
人

と
な
っ
た
。

サ
イ
ク
モ
ノ

細
工
者

前
川
利
家
の
代
一
一
雨
時
制
入

左
衛
門
が
御
歩
組
で
小
刀
細
工
を
勤
め
、
御
細
工
者

と
な
っ
た
と
い
ふ
。
利
長
時
代
に
は
北
島
俊
左
衛
門

詰
織
と
な
・
旬
、利
治
時
代
に
烹
つ
て
は
不
鳥
文
平
・水

判
官
金
右
衛
門・

興
訟
M
T
助
が
之
を
勤
め
た
。
綱
紀
の

代
天
利
・点
写
に
至
っ
て
全
く
後
恨
の
視
艇
に
な
っ

た
と
思
は
れ
、
元
品
開
年
間
に
は
人
前
加
十
人
許
、
小

駅
間
人
で
組
を
分
け
支
配
し
た
が
、
竹
山
の
後
純
分
を

止
め
た
。
御
細
工
者
は
御
細
工
奉
行
に
凪
し
、
細
工

J
サ
イ
ス
コ
カ

三
二
八

所
に
あ
っ
て
、
時
給
細
工
・
漆
細
工
・
紙
細
工
・金
具

細
工・
鎗
細
工
・
剣
細
工
-nH
足
細
工
・
問
問
物
細
工
・
小

万
細
工
・曲部
限
釧
工
・刀
鍛
冶
細
工
・研
物
細
工
・級
制

工
・
茜
殺
細
工
・
調廿
凹
細
工
・
朗(細
工
・
餓
勉
金
具
細

工
・絞
打
細
工
・
大
工
細
工
・竹
細
工
・
御
飽
作
物
・縫

物
容
に
従
事
し
た
。
裂
の
巧
拙
を
以
て
品
開
高
を
定
め

ら
れ
、
上
五
，中
依
、
中
四
イ
依
、
下
三
十
依
で
、
子

弟
を
召
抱
へ
る
附
は
初
め
主
人
扶
持
と
し
、
俊
一
-
一十

依
又
は
三
十
荒
依
に
引
直
さ
れ
た
。

ザ
イ
タ
モ
ノ
コ
ガ
シ
ラ

細
工
者
小
頭

元
政
元

年
二
且
二
日
初
め
て
出
口
弼
助
・牧
又
七
郎
・山
本
治

兵
衛
三
人
に
御
細
工
者
小
闘
を
命
ぜ
ら
れ、

役
料
知

二
十
石
を
奥
へ
ら
れ
た
。
間
三
年
十

一
且
世
二
日
巾

村
仁
右
衛
門
・
篠
附
概
兵
衛
竹
内
広
左
術
門
、
御出世

小
将
附
御
歩
杭
向
か
ら
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
後
人
収
凶

人
と
な
り
、
切
米
の
者
は
皆
新
知
八
サ
石
を
防
ひ
、

知
行
で
も
そ
れ
以
下
の
設
に
は
不
足
を
怖
は
れ
て
、

何
れ
も
御
歩
樹
闘
か
ら
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
紅
平
二
年

間
十
二
用
山
本
平
八
の
時
か
ら
御
制
工
者
の
内
よ
b

命
ぜ
ら
れ
て
、
新
知
・役
料
共
前
の
如
〈
拠
へ
ら
れ
、

そ
の
人
民
を
三
名
と
し
た
。
然
る
に
天
明
二
年
六
且

高
指
小
兵
衛
の
任
ぜ
ら
れ
た
時
か
ら
、
新
知
の
み
拠

へ
、
役
料
知
は
御
歩
小
版
の
如
く
協
は
ら
ぬ
こ
と
に

な
っ
た
。

サ
イ
ク
モ
ノ
コ
ガ
シ
ラ
ナ
ξ

細
工
者
小
頭
並

御
細
工
者
小
閑
加
は
、
前

m治
備
の
代
天
明
八
年
十

二
月
十
一
日
始
め
て
勝
木
市
郎
右
術
門
に
命
ぜ
ら

れ
、
新
知
八
十
石
を
賜
は
っ
た
の
が
起
原
で
あ
乙
。

役
料
知
は
な
い
。
平
和
元
年
十
月
前
郎
右
衛
門
老
年

に
及
ん
だ
た
め
そ
の
役
を
記
ぜ
ら
れ
、
子
市
恭
之
に

代
っ
た
。
其
の
後
文
政
元
年
七
且
イ
日
武
町
努
年
が

此
の
磁
に
召
出
さ
れ
、
十
五
人
扶
持
を
奥
へ
ら
れ

た。


